
(57)【要約】

【課題】　バルーンの着脱時、音響レンズと内視鏡構造

部材とを接続させる接続部分にかかる負荷を低減できる

超音波内視鏡装置及び超音波振動子アレイを提供するこ

とを目的とする。

【解決手段】　内視鏡構造部材であるバルーン係止部材

３とスコープ接続部材４の両方の部材において、音響レ

ンズ２と接続される各接続部のそれぞれの外径を、音響

レンズ２のバルーン係止部材３及びスコープ接続部材４

と接続される各接続部のそれぞれの外径よりも大きくし

、音響レンズ２とバルーン係止部材３との段差をなだら

かにする接合帯５を介して音響レンズ２とバルーン係止

部材３とを接続すると共に音響レンズ２とスコープ接続

部材４との段差をなだらかにする接合帯６を介して音響

レンズ２とスコープ接続部材４とを接続する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と 、 バ ル ー ン の
端 を 係 止 す る バ ル ー ン 係 止 部 材 と を 備 え 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波
振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ
っ て 、
　 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お
け る 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と の 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 各 接 続 部 の 段 差 を
な だ ら か に さ せ る 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と が 接 続 さ れ て
い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ を 備 え 前 記 複 数
の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動
子 ア レ イ と 、 撮 影 機 能 を 有 す る ス コ ー プ 部 と を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ス コ ー プ 部 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る 前
記 ス コ ー プ 部 と の 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 各 接 続 部 と の 段 差 を な だ ら か に
さ せ る 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 ス コ ー プ 部 と が 接 続 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と 、 撮 影 機 能 を
有 す る ス コ ー プ 部 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 に 設 け ら れ る ス コ ー プ 接 続 部 材 と を 備 え 前 記 複
数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振
動 子 ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お
け る 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 と の 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 各 接 続 部 の 段 差 を
な だ ら か に さ せ る 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 と が 接 続 さ れ て
い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と バ ル ー ン の 端
を 係 止 す る バ ル ー ン 係 止 部 材 と を 備 え 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振
動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ と 、 撮 影 機 能 を 有 す る ス コ ー プ 部
と を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 で あ る 部 材 接 続 部 の 外 径 が 前
記 音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と の 接 続 部 で あ る 第 １ の レ ン ズ 接 続 部 の 外 径
よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 接 続 部 及 び 前 記 部 材 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に さ
せ る 第 １ の 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と が 接 続 さ れ 、
　 前 記 ス コ ー プ 部 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 で あ る ス コ ー プ 接 続 部 の 外 径 が 前 記
音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 ス コ ー プ 部 と の 接 続 部 で あ る 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部 の 外 径 よ り も 大
き く 、 か つ 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部 及 び 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に さ せ る
第 ２ の 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 ス コ ー プ 部 と が 接 続 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と 、 バ ル ー ン の
端 を 係 止 す る バ ル ー ン 係 止 部 材 と 、 撮 影 機 能 を 有 す る ス コ ー プ 部 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間
に 設 け ら れ る ス コ ー プ 接 続 部 材 と を 備 え 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波
振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ
っ て 、
　 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 で あ る 第 １ の 部 材 接 続 部 の 外
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径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と の 接 続 部 で あ る 第 １ の レ ン ズ 接 続 部
の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 接 続 部 及 び 前 記 第 １ の 部 材 接 続 部 の 段 差 を
な だ ら か に さ せ る 第 １ の 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と が 接 続
さ れ 、
　 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 で あ る 第 ２ の 部 材 接 続 部 の 外
径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 と の 接 続 部 で あ る 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部
の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部 及 び 前 記 第 ２ の 部 材 接 続 部 の 段 差 を
な だ ら か に さ せ る 第 ２ の 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 と が 接 続
さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 音 響 レ ン ズ は 、 両 端 の 少 な く と も 一 方 に 平 坦 部 が 設 け ら れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 音 響 レ ン ズ は 、 両 端 に 平 坦 部 が 設 け ら れ て い な い 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と 、 バ ル ー ン の
端 を 係 止 す る バ ル ー ン 係 止 部 材 と を 備 え 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波
振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ で あ っ て 、
　 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お
け る 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と の 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 各 接 続 部 の 段 差 を
な だ ら か に さ せ る 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と が 接 続 さ れ て
い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が 超
音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 に 関 し 、 特 に 、
そ の 超 音 波 振 動 子 ア レ イ の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ５ は 、 既 存 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ５ に 示 す 超 音 波 内 視 鏡 装 置 ５ ０ は 、 電 子 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 接 続 部
５ １ と 、 操 作 部 ５ ２ と 、 挿 入 部 ５ ３ と を 備 え て 構 成 さ れ 、 挿 入 部 ５ ３ は 、 先 端 部 ５ ４ を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 接 続 部 ５ １ は 、 例 え ば 、 デ ィ ス プ レ イ を 備 え る 測 定 装 置 な ど に 接 続 さ れ 、 先 端 部 ５
４ に 設 け ら れ る 超 小 型 カ メ ラ な ど に よ り 得 ら れ た 画 像 が そ の デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ れ る 。
　 上 記 操 作 部 ５ ２ は 、 ユ ー ザ の 操 作 に よ り 、 例 え ば 、 挿 入 部 ５ ３ の 上 下 左 右 の 湾 曲 動 作 な
ど を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 先 端 部 ５ ４ に は 、 上 記 超 小 型 カ メ ラ の 他 に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 連 続 し て 並 べ ら
れ て 構 成 さ れ る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ が 備 え ら れ 、 こ の 超 音 波 振 動 子 ア レ イ の 複 数 の 超 音 波
振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 に お い て 超 音 波 の 送 受 信 が 行 わ れ る 。 ま た 、 超 音 波
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振 動 子 ア レ イ が 受 信 し た 超 音 波 は 、 電 気 信 号 に 変 換 さ れ 上 記 デ ィ ス プ レ イ な ど に 画 像 と し
て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ は 、 図 ５ に 示 す 先 端 部 ５ ４ の 拡 大 図 で あ る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 先 端 部 ５ ４ は 、 上 記 超 小 型 カ メ ラ や 照 明 な ど の 撮 影 機 能 を 有 す る ス
コ ー プ 部 ５ ５ と 、 上 記 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ ５
７ と 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 一 方 端 に 設 け ら れ 後 述 す る バ ル ー ン の 端 部 を 係 止 さ せ る バ ル ー ン
係 止 部 材 ５ ８ と 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 他 方 端 と ス コ ー プ 部 ５ ５ と の 間 に 設 け ら れ る ス コ ー プ
接 続 部 材 ５ ９ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 一 般 に 、 超 音 波 内 視 鏡 装 置 ５ ０ は 、 ゴ ム な ど で 構 成 さ れ る バ ル
ー ン を 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６ に 取 り 付 け る こ と に よ り 使 用 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ７ は 、 バ ル ー ン が 取 り 付 け ら れ た 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６ の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図
６ に 示 す 構 成 と 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。
　 図 ７ に 示 す バ ル ー ン ６ ０ は 、 例 え ば 、 ゴ ム な ど の 弾 性 体 で あ っ て 筒 状 に 構 成 さ れ て い る
。 バ ル ー ン ６ ０ の 一 方 の 開 口 部 の 端 が ス コ ー プ 部 ５ ５ の 外 周 に 設 け ら れ る バ ル ー ン 係 止 溝
６ １ に 引 っ 掛 け ら れ 、 バ ル ー ン ６ ０ の 他 方 の 開 口 部 の 端 が バ ル ー ン 係 止 部 材 ５ ８ の 外 周 に
設 け ら れ る バ ル ー ン 係 止 溝 ６ ２ に 引 っ 掛 け ら れ る こ と に よ り 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ を 覆 う よ う
に バ ル ー ン ６ ０ が 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 バ ル ー ン ６ ０ が 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 、 バ ル
ー ン ６ ０ 内 に 水 な ど の 超 音 波 媒 体 ６ ３ を 充 填 す る と 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 周 囲 を そ の 超 音 波
媒 体 ６ ３ で 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 バ ル ー ン ６ ０ に 超 音 波 媒 体 ６ ３ を 充 填 す る こ と に よ り 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ の
周 囲 を 超 音 波 媒 体 ６ ３ で 満 た す こ と が で き る の で 、 食 道 な ど 超 音 波 媒 体 ６ ３ を 留 め て お く
こ と が 難 し い 場 所 で の 超 音 波 診 断 や 超 音 波 治 療 を 行 い 易 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 体 内 の 狭 い 箇 所 に お い て は 、 バ ル ー ン ６ ０ を 膨 ら ま せ る こ と に よ り 超 音 波 振 動 子
ア レ イ ５ ６ と 人 体 と の 間 に 所 定 の 空 間 を つ く る こ と が で き る の で 、 超 音 波 診 断 や 超 音 波 治
療 を 行 い 易 く す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ６ － １ ３ ０ ３ ４ 号 公 報 （ 第 １ ～ ３ 頁 、 第 １ ～ ５ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 ５ ０ の よ う に 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ と 、 内 視 鏡 構 造 部
材 で あ る バ ル ー ン 係 止 部 材 ５ ８ や ス コ ー プ 接 続 部 材 ５ ９ と に よ り 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６
を 構 成 す る 場 合 、 一 般 に 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ は ゴ ム な ど 柔 ら か い 材 質 で 構 成 さ れ 、 バ ル ー ン
係 止 部 材 ５ ８ や ス コ ー プ 接 続 部 材 ５ ９ は プ ラ ス チ ッ ク な ど で 構 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 音
響 レ ン ズ ５ ７ が バ ル ー ン 係 止 部 材 ５ ８ や ス コ ー プ 接 続 部 材 ５ ９ と 異 な る 材 質 で 構 成 さ れ る
た め 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ５ ８ 、 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ５ ９ を 一 体 に 構 成
す る こ と が で き な い 。 そ の た め 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ と バ ル ー ン 係 止 部 材 ５ ８ と を 接 続 す る と
共 に 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ５ ９ と を 接 続 す る た め に 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ と バ
ル ー ン 係 止 部 材 ５ ８ と の 間 や 音 響 レ ン ズ ５ ７ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ５ ９ と の 間 に 、 接 着 剤 な
ど で 構 成 さ れ る 接 合 帯 を 設 け る 必 要 が あ る 。 こ こ で も し 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 両 端 部 の い ず
れ か が バ ル ー ン 係 止 部 材 ５ ８ や ス コ ー プ 接 続 部 材 ５ ９ よ り も 突 出 し て 構 成 さ れ て し ま う と
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、 バ ル ー ン ６ ０ を 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６ に 装 着 し た り 、 バ ル ー ン ６ ０ を 超 音 波 振 動 子 ア
レ イ ５ ６ か ら 取 り 外 し た り す る 際 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 端 部 が バ ル ー ン ６ ０ か ら 力 を 受 け や
す く な り 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 負 荷 が か か る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 こ の よ う に 、 バ ル ー ン ６ ０ の 着 脱 時 に 、 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 負
荷 が か か る と 、 例 え ば 、 バ ル ー ン ６ ０ の 着 脱 が 行 い 難 く な っ た り 音 響 レ ン ズ ５ ７ が 剥 離 し
た り す る な ど の 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 バ ル ー ン の 着 脱 時 、 音 響 レ ン ズ と 内 視 鏡 構 造 部 材 と の 接 続 部 分 に
か か る 負 荷 を 低 減 で き る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 及 び 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 で は 、 以 下 の よ う な 構 成 を 採 用 し た 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外
側 に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と 、 バ ル ー ン の 端 を 係 止 す る バ ル ー ン 係 止 部 材 と を 備 え 前 記 複
数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振
動 子 ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 に お け る 前 記 音 響
レ ン ズ と の 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と の 接 続 部 の 外
径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 各 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に さ せ る 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響
レ ン ズ と 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に
設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ を 備 え 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が 超
音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ と 、 撮 影 機 能 を 有 す る ス コ ー プ 部 と を 備 え
る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 ス コ ー プ 部 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 の 外 径
が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 ス コ ー プ 部 と の 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 各
接 続 部 と の 段 差 を な だ ら か に さ せ る 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 ス コ ー プ 部 と が
接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に
設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と 、 撮 影 機 能 を 有 す る ス コ ー プ 部 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 に 設 け ら
れ る ス コ ー プ 接 続 部 材 と を 備 え 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が
超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前
記 ス コ ー プ 接 続 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る
前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 と の 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 各 接 続 部 の 段 差 を な だ
ら か に さ せ る 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 と が 接 続 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に
設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と バ ル ー ン の 端 を 係 止 す る バ ル ー ン 係 止 部 材 と を 備 え 前 記 複 数 の 超
音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 ア
レ イ と 、 撮 影 機 能 を 有 す る ス コ ー プ 部 と を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 バ ル ー
ン 係 止 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 で あ る 部 材 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ
に お け る 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と の 接 続 部 で あ る 第 １ の レ ン ズ 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く
、 か つ 、 前 記 第 １ の レ ン ズ 接 続 部 及 び 前 記 部 材 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に さ せ る 第 １ の 接
合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と が 接 続 さ れ 、 前 記 ス コ ー プ 部 に お
け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 で あ る ス コ ー プ 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る 前
記 ス コ ー プ 部 と の 接 続 部 で あ る 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 第 ２
の レ ン ズ 接 続 部 及 び 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に さ せ る 第 ２ の 接 合 帯 を 介 し て
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前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 ス コ ー プ 部 と が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側 に
設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と 、 バ ル ー ン の 端 を 係 止 す る バ ル ー ン 係 止 部 材 と 、 撮 影 機 能 を 有 す
る ス コ ー プ 部 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 に 設 け ら れ る ス コ ー プ 接 続 部 材 と を 備 え 前 記 複 数 の
超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動 子
ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン
ズ と の 接 続 部 で あ る 第 １ の 部 材 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 バ ル ー ン 係 止
部 材 と の 接 続 部 で あ る 第 １ の レ ン ズ 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 第 １ の レ ン ズ
接 続 部 及 び 前 記 第 １ の 部 材 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に さ せ る 第 １ の 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音
響 レ ン ズ と 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と が 接 続 さ れ 、 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 に お け る 前 記 音 響
レ ン ズ と の 接 続 部 で あ る 第 ２ の 部 材 接 続 部 の 外 径 が 前 記 音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 ス コ ー プ
接 続 部 材 と の 接 続 部 で あ る 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記 第 ２ の レ
ン ズ 接 続 部 及 び 前 記 第 ２ の 部 材 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に さ せ る 第 ２ の 接 合 帯 を 介 し て 前
記 音 響 レ ン ズ と 前 記 ス コ ー プ 接 続 部 材 と が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 音 響 レ ン ズ は 、 両 端 の 少 な く と も 一 方 に 平 坦 部 を 設 け て
構 成 し て も よ い 。
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 音 響 レ ン ズ は 、 両 端 に 平 坦 部 を 設 け ず に 構 成 し て も よ い
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 振 動 子 ア レ イ は 、 連 続 し て 並 べ ら れ る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 外 側
に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ と 、 バ ル ー ン の 端 を 係 止 す る バ ル ー ン 係 止 部 材 と を 備 え 前 記 複 数
の 超 音 波 振 動 子 の う ち 選 択 さ れ た 超 音 波 振 動 子 が 超 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 超 音 波 振 動
子 ア レ イ で あ っ て 、 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 に お け る 前 記 音 響 レ ン ズ と の 接 続 部 の 外 径 が 前
記 音 響 レ ン ズ に お け る 前 記 バ ル ー ン 係 止 部 材 と の 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く 、 か つ 、 前 記
各 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に さ せ る 接 合 帯 を 介 し て 前 記 音 響 レ ン ズ と 前 記 バ ル ー ン 係 止 部
材 と が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 バ ル ー ン を 超 音 波 振 動 子 ア レ イ に 装 着 す る 際 ま た は バ ル ー ン を 超 音 波
振 動 子 ア レ イ か ら 取 り 外 す 際 、 音 響 レ ン ズ と 内 視 鏡 構 造 部 材 と の 間 の 接 続 部 分 に か か る 負
荷 を 低 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 が 備 え る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 示 す 図 で
あ る 。 な お 、 図 ６ に 示 す 構 成 と 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 示 す 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ は 、 図 ６ に 示 す 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ５ ６ と 同 様 に 、 ス
コ ー プ 部 ５ ５ の 先 端 に 設 け ら れ る 構 成 で あ り 、 音 響 レ ン ズ ２ と 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ と 、
ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 音 響 レ ン ズ ２ と バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ と の 間 に は 、 接 着 剤 な ど か ら 構 成 さ れ る 接 合
帯 ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 音 響 レ ン ズ ２ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と の 間 に は 、 接 着 剤 な
ど か ら 構 成 さ れ る 接 合 帯 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ の 特 徴 と す る 点 は 、 内 視 鏡 構 造 部 材 で あ る バ ル ー ン 係 止 部 材
３ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ の 両 方 の 部 材 に お い て 、 音 響 レ ン ズ ２ と 接 続 さ れ る 各 接 続 部 の そ
れ ぞ れ の 外 径 を 、 音 響 レ ン ズ ２ の バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と 接 続 さ れ
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る 各 接 続 部 の そ れ ぞ れ の 外 径 よ り も 大 き く し て い る 点 と 、 音 響 レ ン ズ ２ と バ ル ー ン 係 止 部
材 ３ と の 段 差 を な だ ら か に す る 接 合 帯 ５ を 介 し て 音 響 レ ン ズ ２ と バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ と を
接 続 し て い る と 共 に 音 響 レ ン ズ ２ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と の 段 差 を な だ ら か に す る 接 合 帯
６ を 介 し て 音 響 レ ン ズ ２ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と を 接 続 し て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ に お け る 音 響 レ ン ズ ２ と の 接 続 部 で あ る 第 １ の 部 材 接 続
部 の 外 径 が 、 音 響 レ ン ズ ２ に お け る バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ と の 接 続 部 で あ る 第 １ の レ ン ズ 接
続 部 の 外 径 よ り も 大 き く な る よ う に 、 音 響 レ ン ズ ２ 及 び バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ を そ れ ぞ れ 形
成 す る 。 ま た 、 第 １ の レ ン ズ 接 続 部 及 び 第 １ の 部 材 接 続 部 の 段 差 が な く な る よ う に 、 接 合
帯 ５ に よ り 音 響 レ ン ズ ２ と バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ と を 接 続 し 接 合 帯 ５ の 表 面 を な だ ら か な 傾
面 に 加 工 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 破 線 枠 Ａ の 拡 大 図 、 す な わ ち 、 音 響 レ ン ズ ２ と バ ル ー ン 係 止 部 材 ３
と の 接 続 部 付 近 の 拡 大 図 で あ る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ の 端 （ 上 記 第 １ の 部 材 接 続 部 ） は 、 音 響 レ ン ズ
２ の 端 （ 上 記 第 １ の レ ン ズ 接 続 部 ） よ り 外 側 に 出 て い る 。 ま た 、 音 響 レ ン ズ ２ の 端 と バ ル
ー ン 係 止 部 材 ３ の 端 と が な だ ら か な 傾 斜 の 表 面 を も つ 接 合 帯 ５ を 介 し て つ な が っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 音 響 レ ン ズ ２ 、 接 合 帯 ５ 、 及 び バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ を そ れ ぞ れ 接 続 す る 方 法 の
一 例 を 示 す 。
　 ま ず 、 音 響 レ ン ズ ２ の バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ と の 接 続 面 と 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ の 音 響 レ
ン ズ ２ と の 接 続 面 の そ れ ぞ れ の 面 に 対 し て 、 接 合 帯 ５ の 塗 れ 性 が 向 上 す る よ う に 、 薬 品 塗
布 、 コ ロ ナ 放 電 、 ガ ス 、 プ ラ ズ マ な ど に よ り 表 面 処 理 を 行 う 。 次 に 、 各 接 続 面 に 接 合 帯 ５
を 塗 布 し 、 音 響 レ ン ズ ２ と バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ と を 接 続 す る 。 そ し て 、 接 合 帯 ５ の 表 面 を
拭 き 取 っ た り な ら し た り し て な だ ら か な 傾 面 に 加 工 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ に お け る 音 響 レ ン ズ ２ と の 接 続 部 で あ る 第 ２ の 部 材 接 続 部 の
外 径 が 、 音 響 レ ン ズ ２ に お け る ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と の 接 続 部 で あ る 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部
の 外 径 よ り も 大 き く な る よ う に 、 音 響 レ ン ズ ２ 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ を そ れ ぞ れ 形 成 す
る 。 ま た 、 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部 及 び 第 ２ の 部 材 接 続 部 の 段 差 が な く な る よ う に 、 接 合 帯 ６
に よ り 音 響 レ ン ズ ２ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と を 接 続 し 接 合 帯 ６ の 表 面 を な だ ら か な 斜 面 に
加 工 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 破 線 枠 Ｂ の 拡 大 図 、 す な わ ち 、 音 響 レ ン ズ ２ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ４
と の 接 続 部 付 近 の 拡 大 図 で あ る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ の 端 （ 第 ２ の 部 材 接 続 部 ） は 、 音 響 レ ン ズ ２ の
端 （ 第 ２ の レ ン ズ 接 続 部 ） よ り 外 側 に 出 て い る 。 ま た 、 音 響 レ ン ズ ２ の 端 と ス コ ー プ 接 続
部 材 ４ の 端 と が な だ ら か な 傾 斜 の 表 面 を も つ 接 合 帯 ６ を 介 し て つ な が っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 音 響 レ ン ズ ２ 、 接 合 帯 ６ 、 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ を そ れ ぞ れ 接 続 す る 方 法 の
一 例 を 示 す 。
　 ま ず 、 音 響 レ ン ズ ２ の ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と の 接 続 面 と 、 ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ の 音 響 レ
ン ズ ２ と の 接 続 面 の そ れ ぞ れ の 面 に 対 し て 、 接 合 帯 ６ の 塗 れ 性 が 向 上 す る よ う に 、 薬 品 塗
布 、 コ ロ ナ 放 電 、 ガ ス 、 プ ラ ズ マ な ど に よ り 表 面 処 理 を 行 う 。 次 に 、 各 接 続 面 に 接 合 帯 ６
を 塗 布 し 、 音 響 レ ン ズ ２ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と を 接 続 す る 。 そ し て 、 接 合 帯 ６ の 表 面 を
拭 き 取 っ た り な ら し た り し て な だ ら か な 傾 面 に 加 工 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ や ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 以 下 の よ う
な 材 料 が 考 え ら れ る 。
　 例 え ば 、 樹 脂 系 で あ れ ば 、 シ リ コ ー ン 系 、 エ ポ キ シ 系 ・ Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ （ 登 録 商 標 ） ・ ポ リ イ
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ミ ド ・ ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド ・ ポ リ サ ル フ ォ ン ・ ポ リ エ ー テ ル サ ル フ ォ ン ・ フ ッ 素 系 樹 脂 な
ど の 有 機 材 料 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 上 記 有 機 材 料 に 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、 ガ ラ ス 、 カ ー ボ ン な ど の 粉 体 や
繊 維 を 混 合 し た も の が 考 え ら れ る 。
　 ま た 、 例 え ば 、 金 属 系 で あ れ ば 、 ス テ ン レ ス ・ チ タ ニ ウ ム や そ の 合 金 ・ 金 属 ガ ラ ス な ど
が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 他 の 無 機 材 料 系 で あ れ ば 、 ア ル ミ ナ ・ ジ ル コ 二 ア ・ 窒 化 珪 素 な ど の セ ラ
ミ ッ ク ス が 考 え ら れ る 。
　 ま た 、 音 響 レ ン ズ ２ や 後 述 す る 音 響 レ ン ズ ９ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 以 下 の よ う な 材
料 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 シ リ コ ー ン 系 ・ ウ レ タ ン 系 な ど の ゴ ム 類 が 考 え ら れ る 。
　 ま た 、 例 え ば 、 上 記 ゴ ム 類 の 材 料 に 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、 ガ ラ ス 、 カ ー ボ ン な ど の 粉
体 や 繊 維 を 混 合 し た も の が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 接 合 帯 ５ 、 ６ の 材 料 と し て は 、 以 下 の よ う な 材 料 が 考 え ら れ る 。
　 例 え ば 、 エ ポ キ シ 系 ・ シ リ コ ー ン 系 ・ ウ レ タ ン 系 な ど の 接 着 剤 が 考 え ら れ る 。
　 ま た 、 例 え ば 、 上 記 接 着 剤 に 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、 ガ ラ ス 、 カ ー ボ ン な ど の 粉 体 や 繊
維 を 混 合 し た も の が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ の 両 方 の 部 材 に お
い て 、 音 響 レ ン ズ ２ と 接 続 さ れ る 各 接 続 部 の そ れ ぞ れ の 外 径 を 、 音 響 レ ン ズ ２ が バ ル ー ン
係 止 部 材 ３ 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と 接 続 さ れ る 各 接 続 部 の そ れ ぞ れ の 外 径 よ り も 大 き く
し 、 か つ 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ の 両 方 の 部 材 と 音 響 レ ン ズ ２ と の
そ れ ぞ れ の 接 続 部 の 段 差 が な だ ら か に な る よ う に 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び ス コ ー プ 接 続
部 材 ４ の 両 方 の 部 材 と 音 響 レ ン ズ ２ と を 接 合 帯 ５ 、 ６ に よ り 接 続 し て い る の で 、 図 ７ に 示
す よ う な バ ル ー ン ６ ０ を 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ に 装 着 す る 際 ま た は バ ル ー ン ６ ０ を 超 音 波
振 動 子 ア レ イ １ か ら 取 り 外 す 際 、 バ ル ー ン ６ ０ が 接 合 帯 ５ 、 ６ に ガ イ ド さ れ る こ と で 音 響
レ ン ズ ５ ７ に 引 っ 掛 か り 難 く な る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン ６ ０ の 装 着 ま た は 取 外 し の 際 、
音 響 レ ン ズ ５ ７ に か か る 負 荷 が 低 減 さ れ る の で 、 ス ム ー ズ に バ ル ー ン ６ ０ の 装 着 ま た は 取
外 し を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 バ ル ー ン ６ ０ の 装 着 ま た は 取 外 し の 際 、 バ ル ー ン ６ ０ が
超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ の 表 面 を 擦 過 す る が 、 バ ル ー ン ６ ０ が 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 端 部 に あ ま
り 引 っ 掛 か る こ と な く バ ル ー ン ６ ０ の 装 着 ま た は 取 外 し を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る の
で 、 音 響 レ ン ズ ２ の 端 に か か る 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン ６ ０ の
装 着 ま た は 取 外 し の 際 、 音 響 レ ン ズ ２ が 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ か ら 剥 離 し た り 音 響 レ ン ズ
２ に 傷 が つ い た り す る こ と な ど を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ に バ ル ー ン ６ ０ を 装 着 し 、 そ の バ
ル ー ン ６ ０ を 水 な ど で 膨 ら ま せ た 後 、 バ ル ー ン ６ ０ 内 の 気 泡 を バ ル ー ン ６ ０ の 外 に 出 す 際
、 そ の 気 泡 が 接 合 帯 ５ 、 ６ に 引 っ 掛 か り 難 く な る の で 、 気 泡 を バ ル ー ン ６ ０ の 外 に ス ム ー
ズ に 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ が 人 体 に 挿 入 さ れ る 際 、 音 響 レ ン
ズ ２ の 端 の 外 径 よ り も 外 径 が 大 き い バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ を 音 響 レ ン ズ ２ よ り も 先 に 人 体 の
挿 入 経 路 に 通 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ が 人 体 の 挿 入 経 路 の 異 物
な ど を 除 く こ と が で き る の で 、 音 響 レ ン ズ ２ を 異 物 な ど か ら 保 護 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 の 音 響 レ ン ズ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 音 響 レ ン ズ ２ の 前 後 に シ ョ
ル ダ ー と 呼 ば れ る 平 坦 部 ８ が 設 け ら れ る 構 成 で あ る が 、 平 坦 部 ８ が 設 け ら れ て い な い 音 響
レ ン ズ を 使 用 し て 超 音 波 内 視 鏡 装 置 を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 が 備 え る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 示 す
図 で あ る 。 な お 、 図 １ に 示 す 構 成 と 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。
　 図 ４ に 示 す 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ７ は 、 図 １ に 示 す よ う な 平 坦 部 ８ が 設 け ら れ て い な い 音
響 レ ン ズ ９ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 音 響 レ ン ズ ９ と バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ と の 間 に は 、 接 着 剤 な ど か ら 構 成 さ れ る 接 合
帯 ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 音 響 レ ン ズ ９ と ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と の 間 に は 、 接 着 剤 な
ど か ら 構 成 さ れ る 接 合 帯 ６ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 音 響 レ ン ズ ９ は 、 ど ち ら か 一 方 の 端
に 図 １ に 示 す よ う な 平 坦 部 ８ が 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ７ は 、 図 １ に 示 す 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ と 同 様 に 、 内 視 鏡 構 造
部 材 で あ る バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ の 両 方 の 部 材 に お い て 、 音 響 レ ン
ズ ９ と 接 続 さ れ る 各 接 続 部 の そ れ ぞ れ の 外 径 を 、 音 響 レ ン ズ ９ の バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び
ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と 接 続 さ れ る 各 接 続 部 の そ れ ぞ れ の 外 径 よ り も 大 き く 構 成 し て い る 。
ま た 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ の 両 方 の 部 材 と 音 響 レ ン ズ ９ と の そ れ
ぞ れ の 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に す る 接 合 帯 ５ 、 ６ を 介 し て バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び ス コ
ー プ 接 続 部 材 ４ の 両 方 の 部 材 と 音 響 レ ン ズ ９ と を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 し て も 、 バ ル ー ン ６ ０ を 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ７ に 装 着 す る 際 ま た は バ ル
ー ン ６ ０ を 超 音 波 振 動 子 ア レ イ ７ か ら 取 り 外 す 際 、 バ ル ー ン ６ ０ が 音 響 レ ン ズ ５ ７ の 端 部
に 引 っ 掛 か り 難 く な る の で 、 バ ル ー ン ６ ０ の 装 着 ま た は 取 外 し を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で
き る 。 ま た 、 バ ル ー ン ６ ０ の 装 着 ま た は 取 外 し の 際 、 音 響 レ ン ズ ９ が 超 音 波 振 動 子 ア レ イ
７ か ら 剥 離 す る こ と や 音 響 レ ン ズ ９ に 傷 が つ く こ と な ど を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、
バ ル ー ン ６ ０ 内 の 気 泡 を バ ル ー ン ６ ０ の 外 に ス ム ー ズ に 出 す こ と が で き る 。 ま た 、 超 音 波
振 動 子 ア レ イ ７ が 人 体 に 挿 入 さ れ る 際 、 音 響 レ ン ズ ９ を 異 物 な ど か ら 保 護 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ 及 び ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ の ど ち ら か
一 方 の 部 材 に お い て 、 音 響 レ ン ズ ２ （ ま た は 音 響 レ ン ズ ９ ） と 接 続 す る 接 続 部 の 外 径 を 、
音 響 レ ン ズ ２ （ ま た は 音 響 レ ン ズ ９ ） の バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ ま た は ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と
接 続 さ れ る 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く し 、 か つ 、 そ れ ら の 接 続 部 の 段 差 を な だ ら か に す る
接 合 帯 ５ 、 ６ を 介 し て バ ル ー ン 係 止 部 材 ３ ま た は ス コ ー プ 接 続 部 材 ４ と 音 響 レ ン ズ ２ （ ま
た は 音 響 レ ン ズ ９ ） と を 接 続 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 音 響 レ ン ズ ２ （ ま た は 音 響 レ ン ズ ９ ） は 、 ス コ ー プ 接 続
部 材 ４ を 介 し て ス コ ー プ 部 ５ ５ と 接 続 さ れ る 構 成 で あ る が 、 音 響 レ ン ズ ２ （ ま た は 音 響 レ
ン ズ ９ ） と ス コ ー プ 部 ５ ５ と を 直 接 接 続 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の と き 、 ス コ ー プ
部 ５ ５ の 音 響 レ ン ズ ２ （ ま た は 音 響 レ ン ズ ９ ） と の 接 続 部 の 外 径 を 、 音 響 レ ン ズ ２ （ ま た
は 音 響 レ ン ズ ９ ） の ス コ ー プ 部 ５ ５ と の 接 続 部 の 外 径 よ り も 大 き く し 、 そ れ ら の 接 続 部 の
段 差 を な だ ら か に す る 接 合 帯 ６ を 介 し て 音 響 レ ン ズ ２ （ ま た は 音 響 レ ン ズ ９ ） と ス コ ー プ
部 ５ ５ と を 接 続 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 が 備 え る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 示 す 図 で あ
る 。
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【 図 ２ 】 音 響 レ ン ズ と バ ル ー ン 係 止 部 材 と の 接 続 部 付 近 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 音 響 レ ン ズ と ス コ ー プ 接 続 部 材 と の 接 続 部 付 近 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 が 備 え る 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 既 存 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 先 端 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 バ ル ー ン が 取 り 付 け ら れ た 超 音 波 振 動 子 ア レ イ の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ 　 　 　 超 音 波 振 動 子 ア レ イ
　 ２ 　 　 　 音 響 レ ン ズ
　 ３ 　 　 　 バ ル ー ン 係 止 部 材
　 ４ 　 　 　 ス コ ー プ 接 続 部 材
　 ５ 　 　 　 接 合 帯
　 ６ 　 　 　 接 合 帯
　 ７ 　 　 　 超 音 波 振 動 子 ア レ イ
　 ８ 　 　 　 平 坦 部
　 ９ 　 　 　 音 響 レ ン ズ
５ ０ 　 　 　 超 音 波 内 視 鏡 装 置
５ １ 　 　 　 接 続 部
５ ２ 　 　 　 操 作 部
５ ３ 　 　 　 挿 入 部
５ ４ 　 　 　 先 端 部
５ ５ 　 　 　 ス コ ー プ 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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